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近年、グローバル化による人の移動に伴い、多文化間の交流が盛んになってきている。

対面，非対面，ヴァーチャル空間を問わず、言語的・文化的背景の異なる人々が接触する

場面が多様化している。たとえばインターネット上では、母語、第二言語、あるいは未習

熟の言語などを使い、未知の人々同士が交信を行うことも珍しくない（宮副，2009：62）。 

 稿者が中国の大学で日本語を勉強していた時、職業として仲介役を担う翻訳や通訳に関

する授業があったが、来日後、受けた日本語の授業では翻訳／通訳に関する授業はなかっ

た。母国にいる時と比べ、来日後は接触場面でコミュニケーションをする時、母国につい

ての話題が頻繁に現れ、仲介役を担う機会が増えたが、学校の学習ではこのような場面で

仲介役としてどう対応するのかを誰も教えてくれなかったので、稿者のように苦労した留

学生や外国人も多かっただろう。在日外国人の増加に伴い、学術の場面だけではなく、仕

事や社交的な場面でも、多人数の接触場面で必要とされる「仲介活動」も増えているだろ

う。お互いの理解を進め、多文化共生社会を構築するためには、ますます仲介能力が求め

られるのではないだろうか。 

 そこで、本稿では多人数かつ多国籍の参加者を対象にし、実際の接触場面で起こりうる

多文化交流会という形式を取り上げ、そのような接触場面でのコミュニケーションに見ら

れる会話の特徴を明らかにした。また、実際のやり取りは、多くの場合、一回ではなく、

数回あるのが普通だと考え、二回の多文化交流会を設け、その分析を通じて参加者が用い

た仲介ストラテジーをより深く考察した。さらに、接触場面において共通語としての日本

語を、参加者たちがどう意味づけているかについても考察を試みた。研究課題は 1）接触

場面における多言語話者間のやりとりに見られる会話上の特徴は何か、2）多文化接触場面

における仲介者たちはどのようなストラテジーを使うのか、3）日本語使用者は共通語とし

ての日本語をどう意味づけているのか、の三点である。 

 上記の課題究明のために、＜成員カテゴリー化装置とやり取りの対称性＞＜言語管理プ

ロセス＞＜コミュニケーション・ストラテジー（以下、CS）＞＜接触場面における仲介活

動＞の 4 つの分析枠組みを利用し、考察を行った。研究課題１については多文化交流パー

ティーの活動内でのやりとりのデータを対象とし、成員カテゴリー化装置とコミュニケー

ション・アコモデーション理論の視点から、参加者を「話し手」、「聞き手」、「仲介者」と

いう 3 つのカテゴリーに分類し、各カテゴリーに属する会話特徴について分析を行った。

研究課題 2 については＜コミュニケーション・ストラテジー＞と＜接触場面における仲介

活動＞の先行研究を踏まえ、仲介ストラテジーに着目し、「母語話者」、「非母語話者」、「バ

イリンガル」の 3 つのカテゴリーに分け、多文化接触場面における特徴的な例を取り上げ、

分析を行った。研究課題 3 については、研究課題 1 と 2 の結果及び参加者のフォローアッ

プ・インタビューのデータに焦点を当てて分析・考察を行った。 

各研究課題については以下のことが明らかになった。 

1） 多文化接触場面における多言語話者間のやりとりに見られる会話上の特徴を「役割の

分担」と「リソースの活用」という 2 つにまとめた。参加者全員はずっと単一の役割カテ

ゴリーに固定されるのではなく、多方向的に「話し手」、「聞き手」と「仲介者」を担当し、

活動の遂行を促進した。また、参加者たちが、自分が興味を持つ small c(スモールｃ：主観

的な文化の意)の話題については自発的に意見や情報を述べ合うという双方向的な会話が

頻繁に観察できた。 
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2） 母語話者の特徴的な仲介 CS としては＜仲間意識を示す＞と＜お互いの共通点を探す

こと＞の 2 点が挙げられた。非母語話者の特徴的な仲介 CS には言語というリソースの活

用を含め、実物やスマホのようなテクノロジーなどの活用が多く観察できた。そして、バ

イリンガルの仲介 CS としては、「背景知識を活用する」とまとめられた。自分の背景知識

を活用しただけではなく、参加者の背景知識を引き出し、活かした姿が見られた。これに

より、多文化接触場面では、言語能力の他に、背景知識の活用が活動の遂行や、参加者と

の距離を縮めることに効果が期待できることがわかった。 

3） 参加者のアイデンティティにより、日本語への意味づけは異なるが、共通語としての

日本語の可能性が示された。 

今後の課題は、多文化接触場面において、仲介者の役割を活かすためはどのような活動

をデザインしていく必要があるのか、また参加者に仲介 CS をどのように認識してもらう

のかを解明することである。 
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